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令和５年度から適用する基準病床数の
見直し検討に関するデータについて

令和４年度第２回川崎地域地域医療構想調整会議
資料１（別紙）
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データの目的及び一覧

1. 人口
2. 病床利用率
3. 流入・流出の状況
4. 平均在院日数
5. 入院受療率
6. 医療人材（医師数及び看護職員数）

基準病床数の算定に係る数値の統計上の状況を整理するともに、国の告示
で示された数値と比較することで、基準病床数見直し検討の参考にしていた
だくため、下記の項目のデータをお示しする。
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療養病床

一般病床

平均在院日数※2
性別･年齢
階級別人口

×
性別･年齢階級別
一般病床退院率※1 ＋

流入
入院患者数

流出
入院患者数－×

病床利用率

在宅医療等
対応可能数

性別･年齢
階級別人口 × ＋

流入
入院患者数

流出
入院患者数－

病床利用率

性別･年齢階級別
療養病床入院受療率※1 －

基準病床数（一般病床・療養病床）に係る国が定める算定式
参考

［国告示：0.76 ※３］

［国告示：0.90 ※３］



１．人口
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基準病床数の算定では、性・年齢別階級人口を用いることになっている。
神奈川県及び見直しを検討する地域の推計人口の推移を示すことで今後の

基準病床数への影響を確認いただく。
なお、高齢者人口が多くなるほど基準病床数は多く算定される。

療養病床

一般病床

平均在院日数
性別･年齢
階級別人口 ×

性別･年齢階級別
一般病床退院率 ＋

流入
入院患者数

流出
入院患者数－×

病床利用率

在宅医療等
対応可能数

性別･年齢
階級別人口 × ＋

流入
入院患者数

流出
入院患者数－

病床利用率

性別･年齢階級別
療養病床入院受療率 －

［国告示：0.76 ］

［国告示：0.90 ］



１．人口（横浜地域）
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2045年にかけて、65歳以上の老年人口は上昇し続けることから、今後も基準病床数が増加
することが想定される。
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１．人口（川崎北部地域）
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2045年にかけて、65歳以上の老年人口は上昇し続けることから、今後も基準病床数が増加
することが想定される。



１．人口（横須賀・三浦地域）
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65歳以上の老年人口は2045年にかけてほぼ横ばいであるが、15～64歳の生産人口は急速に減少してい
くことから、基準病床数が将来的に減少に転じていく可能性がある。
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２．病床利用率
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基準病床数を毎年見直しをしている地域では、病床機能報告から算出した
病床利用率を用いている。
昨年度の見直し検討の際に、新型コロナウイルス感染症の影響が一時的な

ものか見極める必要があるとしたことからも、その参考にしていただく。

療養病床

一般病床

平均在院日数※2
性別･年齢
階級別人口 ×

性別･年齢階級別
一般病床退院率※1 ＋

流入
入院患者数

流出
入院患者数－×

病床利用率

在宅医療等
対応可能数

性別･年齢
階級別人口 × ＋

流入
入院患者数

流出
入院患者数－

病床利用率

性別･年齢階級別
療養病床入院受療率※1 －

［国告示：0.76 ］

［国告示：0.90 ］
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２．病床利用率
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一般病床の利用率は、新型コロナウイルス感染症が発生したR１からR２にかけて減少したが、R2からR3にか
けては、各地域で1～2%ポイントの増加に転じた。療養病床の利用率は、R2からR３にかけて数％ポイント
の増減であった。

出典：病床機能報告

R3：国告示の利用率を上回っているため、各医療圏の実績を算定の基礎
に用いた。

R3：国告示の利用率を上回っているため、各医療圏の実績を算定の基礎
に用いた。



３．流入・流出の状況
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基準病床数の算定式において、流入・流出の患者数も算定の係数に位置付けられ
ている。
本県では、第７次保健医療計画の策定段階から、数値を変動していないが、最新

の患者調査及び病院報告の数値で国の推計式に置き換えた場合の数値を比較して、
検討いただく。

療養病床

一般病床

平均在院日数※2
性別･年齢
階級別人口 ×

性別･年齢階級別
一般病床退院率※1 ＋

流入
入院患者数

流出
入院患者数－×

病床利用率

在宅医療等
対応可能数

性別･年齢
階級別人口 × ＋

流入
入院患者数

流出
入院患者数－

病床利用率

性別･年齢階級別
療養病床入院受療率※1 －

［国告示：0.76 ］

［国告示：0.90 ］
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３．流入・流出の状況
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国の推計式に基づき、厚生労働省「病院報告」、「患者調査」を用いて作成

人 人

＊横浜は計画策定時点では、第六次医療計画の「横浜北部」、「横浜南部」、「横浜西部」の値をそれぞれ用いており、現行計画の医療圏である「横浜」とは比較ができないため、「横浜」はR３の値のみ掲載

横浜、川崎北部及び横須賀・三浦地域の流入・流出の状況として、療養病床は、横浜及び川崎北部が流出超過
となり、横須賀・三浦地域は流入・流出があまりない。一般病床は、横浜、川崎北部及び横須賀・三浦地域が流
出超過となっているが、川崎北部地域では流出数が計画策定時に比べて特に少なくなっている。



４．平均在院日数
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基準病床数の算定式において、一般病床は「平均在院日数」が係数として
位置付けられている。
本県では、第７次保健医療計画の策定段階から、国の告示である13.6日を

採用しているが、各地域の一般病床の平均在院日数が13.6日と比較して、ど
のような状況かを確認していただく。

療養病床

一般病床

平均在院日数
（国告示 13.6）

性別･年齢
階級別人口 ×

性別･年齢階級別
一般病床退院率※1 ＋

流入
入院患者数

流出
入院患者数－×

病床利用率

在宅医療等
対応可能数

性別･年齢
階級別人口 × ＋

流入
入院患者数

流出
入院患者数－

病床利用率

性別･年齢階級別
療養病床入院受療率※1 －



４．平均在院日数（横浜地域）
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出典：病院報告

平成30年に国告示（13.6日）を一度下回ったが、それ以外は上回っているか同じである。
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４．平均在院日数（川崎北部地域）
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国告示（13.6日）を全ての年で上回っている。
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４．平均在院日数（横須賀・三浦地域）
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国告示（13.6日）を下回っていたが、令和２年及び３年では上回っている。
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５．入院受療率
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基準病床数の算定式において、療養病床は「入院受療率」が係数として位
置付けられている。
本県では、第７次保健医療計画の策定段階から、国の告示の数値を採用し

ているが、最新の本県の入院受療率と比較して、どのような状況かを確認し
ていただく。

療養病床

一般病床

平均在院日数
（国告示 13.6）

性別･年齢
階級別人口 ×

性別･年齢階級別
一般病床退院率 ＋

流入
入院患者数

流出
入院患者数－×

病床利用率

在宅医療等
対応可能数

性別･年齢
階級別人口 × ＋

流入
入院患者数

流出
入院患者数－

病床利用率

性別･年齢階級別
療養病床入院受療率 －



５．入院受療率
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＊患者調査の値は、10歳階級ごとの値で集計されていたため、国告示にあわせて、5歳階級となるよう補正を行った。
なお、75歳以上の階級は補正ができたかったため、患者調査の値は掲載していない。

（参考） 患者調査：75歳~84歳 (男) 455、(女）449 85歳以上 （男）1154、（女）1436

出典：厚生労働省 患者調査より作成0～74歳の療養病床の入院受療率は国告示とほぼ同値である。
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６．医療人材〔医師数及び看護師数〕
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基準病床数の算定に直接係る数値ではないが、各地域の医療人材の状況を確
認することで、基準病床数の見直しを実施して、地域の病床が増加した際の状
況について検討の参考にしていただく。

療養病床

一般病床

平均在院日数
（国告示 13.6）

性別･年齢
階級別人口 ×

性別･年齢階級別
一般病床退院率 ＋

流入
入院患者数

流出
入院患者数－×

病床利用率

在宅医療等
対応可能数

性別･年齢
階級別人口 × ＋

流入
入院患者数

流出
入院患者数－

病床利用率

性別･年齢階級別
療養病床入院受療率 －



６．医療人材〔医師数〕（横浜地域）
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出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」
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６．医療人材〔医師数〕（川崎北部地域）

20

出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」

※ 医療施設従事医師数及び人口10万人当たり医師数ともに増加傾向にある。
※ 全国及び神奈川県全体に比べて人口当たりの医師数は少ない傾向にある。
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６．医療人材〔医師数〕（横須賀・三浦地域）
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出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」

※ 医療施設従事医師数及び人口10万人当たり医師数ともに増加傾向にある。
※ 神奈川県全体に比べて人口当たりの医師数は多いが、全国より少ない傾向にある。
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６．医療人材〔看護師数〕（横浜地域）
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出所：神奈川県「各年12月末時点の業務従事者届」
※ 看護職員数及び人口10万人当たり看護職員数ともに増加傾向にある。
※ 人口10万人当たり看護職員数は、全国と比較して大幅に少ない傾向が続いている。
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６．医療人材〔看護師数〕（川崎北部地域）
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出所：神奈川県「各年12月末時点の業務従事者届」
※ 看護職員数及び人口10万人当たり看護職員数ともに概ね増加傾向にある。
※ 人口10万人当たり看護職員数は、全国と比較して大幅に少ない傾向が続いており、神奈川県全体と比較して
も少ない傾向にある。
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６．医療人材〔看護師数〕（横須賀・三浦地域）
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出所：神奈川県「各年12月末時点の業務従事者届」
※ 看護職員数及び人口10万人当たり看護職員数ともに概ね増加傾向にある。
※ 人口10万人当たり看護職員数は、全国と比較して大幅に少ない傾向が続いている。
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